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伊豆大島火山王986年の噴火

一割れ目とその伸縮観測について一

遠藤秀典･釜井俊孝･角井朝昭

且.はじめに

1986年11月15日伊豆大島の三原山は1974年の小噴

火以来12年ぶりに噴火した.11月21目には外輪山の

外側に達する割れ目噴火に拡大した.その後鎮静化し

たものの12月18目にも小噴火している.これら噴

火の経過の詳細については六号｢伊豆大島火山1986年

の噴火一噴火の経緯と噴出物一｣(曽屋ほか)を参照され

たい.

11月21目の火山活動に伴って伊豆大島では島の広

い範囲の地表に割れ目が形成された.本稿ではこれ

らの割れ目の調査結果を報告する.また割れ目とそ

の周辺の地表の伸縮変化を連続的に観測するために設置

したインバｰル線式伸縮計について紹介する(口絵一16及

び第1図参照).さらにこの伸縮観測のこれまでの観

測結果を述べる.

割れ目は三原山や割れ目噴火の火口列の周辺のみた

らず山腹から海岸付近におよぶ島内の広い範囲に形成

された.これらは全体として伊豆大島を北西一南東

に縦断するように分布する･観察された割れ目は開

口性の割れ目である･また割れ目の一部には落差

をともなっていたり横ずれの変位をともたっている場

合がある･これらの割れ目は火山活動による地殻変

動に伴って地表付近が広範囲に変位しその変位に伴っ

て形成されたと考えられる.

一方割れ目の多くは目がたつに従い降雨のため

や農作業道路の修復作業などに伴って観察が困難

にたりつつある.本稿では昨年の12月3目から実施

した割れ目の調査結果を報告し分布及び各地域の割れ
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第1図割れ目及び伸縮計(奥山).口絵一16の地点のスケッチを示す.大島ボルタヅク局に至る道路上の本地点では落差

55c㎜に達する段差が形成されこの割れ目の延長は道の両側の谷にも連続している.割れ目を横断する方向に伸縮

計(計測機及びインバｰル線保護管だと)を設置し地表の伸縮変化を観測している.デｰタ転送装置格納箱には

この観測値を転送するためのマスタｰズキャナｰモデム及び電圧安定装置等が格納されている.また先方柱及び

配電盤がこれらの計測機及びデｰタ転送装置などに電力を供給するために設置されている.
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第2図割れ目分布図

主な割れ目の分布を示す.

λたお割れ目が帯状に分店す

る場合にはその割れ目帯の

分布を示した.①～⑯は

第1表の地点番号の位置を示

す.基図には国土地理院発

行の5万/1地形図r大島｣

を使用.

目の特徴について述べ今回の火山活動について検討す

る.

割れ目及びその周辺の地表の伸縮変化を連続的に計測

するために設置したインバｰル線式伸縮計の総数は192

基に達する.これらのうち115基の伸縮計の測定値

は地質調査所を経由して気象庁まで転送されている･

ところで地すべりの移動量を観測するために開発さ

れたインバｰル線式伸縮計を火山活動の観測を目的と

して今回のように数多くまた広範囲に設置した例は

たい.本伸縮計の測定原理精度設置形式について

紹介すると共にその配置及びデｰタの転送システムに

ついて紹介する.

これまでの観測結果によるといくつかの地点で地表

の継続的な伸縮変化が観測されている･これまでの観

測期間は短くまた設置後噴火等の著しい火山活動

はたい.従ってこれらの観測結果と火山活動との

関係については必ずしも明らかではたい.ここでは

これまでの観測結果について述べ本伸縮計による観測

地質ニュｰス392号�
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策ユ表割れ目の走向及び変位蟹

鯨i走向1幅(･)1総開口量(･･)

①1･･研･1･･…

②fW･1岨…

③｣W･■…

④1･･1叩1…1･

⑤｣･舳1･･…

⑥1･舳｣･･…

⑦lw･1…｣…

⑧1･･研･1…1…

⑨1･･nl…1…

⑩1･･研･1･･1･･

⑩1･岬1…1…

⑫い･1叩1…l1･･

⑬lW･1…｣･･

⑭lW･｣…1･･

⑮1･･1叩1･α1j･･

⑯1･･研･1λ･1･

1最大落差(･･)

一1

2111艦;1

…(東落ち)1

隻98麟ξ;1

･･(東落ち)1

･･(東落ち)l

1･(東落ち)｣

1横ずれ(･･)

10(左ずれ)

工3(左ずれ)

｣備考

地溝状

地溝状

主た地点の主要た割れ目の走向落

差(垂直変位量)及び横ずれ(水平変

位量)を示す.また多くの割れ目が

分布する割れ目帯の幅を示すと共に

その範囲内の開口量の和(総開口量)

を示す.各地点の位置は第2図に示

す.たお本表に示す変位量には二次

孔列

的な変位の成分が含まれている場合が

ある.

の問題点を検討する.

謝辞

割れ目の調査及び伸縮計の設置に際L多くの住民の

方々に協力していただくと共に大島町大島警察署

大島支庁等の関係機関に協力して頂いた.特に伸縮計

を設置Lた土地の所有者の方々にはその使用に当たり

多大た便宜をはかっていただいている.また長瀬御

夫妻には避難中もあじさい荘を宿舎として使わせて頂

くと共にモニタｰステｰションを設置さ畦て頂くたど協

力して頂いている.

東京大学地震研究所の高橋春男氏らには調査を始め

るに当たり割れ目の分布等に関する資料を見世て頂い

た･また地質調査所の曽屋龍典中野俊宇都浩

三山元孝広及び阪口圭一の各氏らには現地調査に際

し多くの協力を得るとともに調査資料の一部を使わせ

ていただいた.中塚正村田泰章及び牧野雅彦氏に

は伸縮計による測定デｰタの大島と地質調査所間のテ

レメトリに関するデｰタ処理及び本文中にも示した伸縮

デｰタの各種の図形出力等に関するデｰタ処理をLてい

ただいた.また小出仁氏からは火山活動に伴う

地殻変動について多くの有益な御教示を受けた.

以上の方々をはじめこの調査及び作業を進めるに際

して協力していただいた多くの皆様に心から感謝いたし

ます.

割れ目調査及び伸縮計設置の経緯

11月21日の外輪山の外側への割れ目噴火の拡大さら

1987年4月号

に元町の目前まで迫った溶岩の流出に伴って保安要員

を残し全島民が伊豆大島から避難した･火山活動が

その後どの様に推移するか観測体制を早急に整備L

明らかにすることが緊急の課題であった･

この様た状況の中で地質調査所はr伊豆大島噴火

に係る緊急観測監視体制整備｣の一環として地下ガス

地下水水位等の連続観測と共に地表の伸縮変化の連続

観測を分担実施することとたった.一部の地域に分

布することが既に明らかにたっていた地表の割れ目の伸

縮変化を観測し他の観測結果と合わせて伊豆大島の

火山活動を監視するのがその目的である.

筆者らは昨年の12月3目に地質グルｰプのメンバｰ

一らと共に大島に渡島Lた･割れ目の分布及び状況を

調査し伸縮計の位置を決める事及びその設置予定地の

地質の状態を調べ設置方法を検討するためであった.

割れ目の分布については当時大島総合観測班のメ

ンバｰらが現地調査を実施していた･我六はまず

確認されている地点の補完調査から始めた･その後

当時大島に帰島していた消防団の方々たどから警察署

等を通じて地表変位に関する多くの情報が寄せられ

た.それらの庸報に基づいて調査を進めるのに従って

確認された割れ目の分布範囲は広がりつつあった.

従って12月中旬に伸縮計の本格的た設置作業を開始�
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したが同時に割れ目の調査を平行して進めることと

たった.一方当時割れ目の伸縮変化については

伸縮計が設置されるまでの期間道路の亀裂上などに基

準線を設け警察官らによって開口量が測定されていた.

伸縮計の設置作業が終了し地質調査所及び気象庁ま

でのテレメトリシステムに一関する作業が完了したのは

年が明けた1月24目である･

ぐ∵_臓鰯

的明瞭に観察されるものを示した.また多くの割れ

目が平行して分布する地点についてはその割れ目帯を

示した.第1表に主た地点の割れ目帯の幅総開口

量及び各地点の主要た割れ目の走向落差及び横ずれ

の変位量を示す.本表に示すように本報告で割れ目

と呼んでいるものには落差及び横ずれの変位を伴ってい

るものを含んでいる.

これらの割れ目は後述するように火山活動による地

殻変動に伴って形成されたと考えられる･一方これ

ム

/ノレ1

落差550㎜(東落
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第4図割れ目分布図(奥山)基図に

第3図墓石の回転と転倒(元町墓地)

元町墓地では多くの墓石が反時計まわりに回転L一部は

転倒している.

らの割れ目に加えて道路の側溝の開きやブロック塀の

ひび割れだとが観察される.これらの一部もこの地

殻変動に伴って形成された可能性がある･

また地表変位によると考えられる水道管の破裂漏

水事故だとも多く発生している.水道管の損傷事故は

噴火後にも発生している.たと

えば小堀では12月10目にまたク

ダッチでは1月10目にも破裂事故

が発生している.これらも噴火

国土地理院発行の国土基本図を使用.

時の地表変位の影響によるとも考

えられる.

なお斜面崩壊あるいは盛土

の損傷等の局地的た地表変位が島

の各所に認められる.11月21日

の噴火時には震度yを含む地震

が頻発した(第3図).これらの

地震動によって島の各地で局地

的た地表変位が生じた.この局

地的た地表変位による地割れ等と

火山活動に伴って形成された割れ

目とを識別することが容易でない

場合もある.

ここでは一定の方向性があり

連続性が良くまた比較的明瞭に観

察されるものを火山活動を直接

的に反映して形成された割れ目と

して記述した.なお三原山周

辺や割れ目噴火火口付近にも地表

割れ目が形成されているカミ本報

告では主に島の周辺部の割れ目に

地質ニュｰス392号�
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ついて報告する.

各地区の割れ目の状況

主た地点の割れ目の特徴について地区ごとに述べ

る.

1.奥山(第4図)

島の南東部の奥山には北西一南東走向の割れ目が分布

し東落ちの落差を伴う･この落差には斜面崩壊た

どによる地表表層部の二次的た変位を伴っている場合が

認められる･この二次的な変位に伴う変位量をのぞい

た奥山付近の割れ目の落差は谷部の割れ目に観察され

る落差30cm程度と推定できる.

一周道路から大島ポルタック局へ至る取り付け道路上

では最大落差55c㎜で横ずれ成分を伴う割れ目が形成

された･この割れ目の延長はこの道路上の地点の南

側及び北側の谷にも確認される.また道路上にはこ

の割れ目の東側にも小亀裂が数条観察される.

この地点の南東方の延長と推定できる割れ目が一周

道路上に観察される｡本地点では噴火の直後に新聞

たどで報道された落差が70cmに達する段差が形成され

第5図奥山の一周道路上に形成された断髪.(曽屋龍典氏撮影)

落差は70cmに達し盛り土の崩壊による変位を伴ってい

る.

た(第5図).この落差には盛り土部分の崩壊による

変位を伴っている.この北側の延長部分では割れ目

は第4図に示すように地溝状をだして分布する.

割れ目はさらにその北側の谷にも連続して確認さ

第6図割れ目分布図(源,垣原)

基図に国土地理院発行の国土基本図

を使用

巾『
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第7図割れ目分布図(差木地)

基図に国土地理院発行の国土基本図を使用

第8図孔列(下原)

下原のトウシキの轟東方には穴が直線上になら

んで形成されている.地表付近の未固結の砂層

添割れ目に流れ落ちて形成されたと考えられる.

れる.一方一周道路の東側の斜面上にも延長部分が

確認され斜面崩壊を伴っている.

2.源,垣原(第6図)

源の一周道路上の地点(第2図⑩地点)では道路上に

亀裂が認められる･その東側では路面は緩く湾曲変

形し南東側が下がっている.またガｰドレｰルがこ

の道路の傾斜方向に移動している･ここでの変位は

斜面移動による成分を伴っている可能性がある･

この一周道路上の地点の南側の平坦地の未舗装の道路

上(第2図⑪地点)にも割れ目が観察される､ここでの

落差は4㎝程度であり東落ちである.

垣原では多くの小地割れが24-38mの幅に分布する.

この割れ目帯は東芝保養所の西側からその南東南の海岸

付近まで連続的に追跡される･たおこの割れ目帯は

全体として雁行して分布しているようにも見える.

東芝保養所の西側の地点の割れ目には道路の側溝に

水平変位量13mmの左横ずれ変位が観察される･この

付近の小地割れの雁行配列にも左横ずれの水平変位が認

められる.

3.差木地(第7図)

差木地のトウシキの鼻付近(下原)の海岸には列状

地質ニュｰス392号�
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第9図割れ目分布図(新開,小堀)

基図に国土地理院発行の国土基本図を使用

に並んだ穴が形成されている(第8図).浅部の割れ目

に地表付近の未固結の砂層が流れ落ちて形成されたと

推定される.同様の穴がこの付近の海岸の砂地にい

くつか分布する.

差木地付近にはこの下原付近とクダッチ及びツクボ

に割れ目が分布する｡この地域の割れ目は他地域と

比較して連続性が悪いものの南東一北西走向で約800

mの幅に平行して分布する.

1987年4月号

4.新開,小堀(第9図)

島の北西都の新開小堀付近には第2図に示される

ように2系統の割れ目が分布する.･一つは他地域にも

認められる北西一南東走向の割れ目であり他はそれと

斜交する東西走向の割れ目である･北西一南東走向の

割れ目帯は2列認められ西側の割れ目帯が連続性が良

さったち

く沢立付近まで追跡される.何れも東西方向の割れ

目と会交しその地点の北側には延長部分は確認されな�
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い.開口性の割れ目であり落差及び横ず

れの変位は認められたい(第10図)､

5.大島空港付近

大島空港の西側から空港を横断し東側

の自動車教習場さらに一周道路付近まで分

布する.空港の東側では明瞭であり西側

の延長部分はやや不鮮明にたる.

6.伊豆大島統制無線中継所付近

無線中継所の北側には割れ目が断続的に

分布する.また道路の側溝の開きやアス

ファノレト道路の亀裂が分布LそれらはN

6ぴWの方向上に並ぶ.

第11図割れ目分布図(小清水)

基図に国土地理院発行の国土基本図を使用

第10図割れ目(新開)

本地点ではこの様た小地割れが数条平行して分布

する.この地点の地割れは住民の方によると

数カ月たった最近でも明瞭に残っているとの事で

ある.

7.小清水(第11図)

小清水付近では大津に明瞭た割れ目が観測

される･更にこの割れ目の北西の延長方

向の大島一中ではアスファルト面に亀裂が

分布すると共に建物の壁落ちや渡り廊下の

破損が認められる.なおここでのアスフ

ァルト面の亀裂の方向は観則的でない.

更にその北西方向の一周道路の地点では側

溝の開きが観察される.一方南東の延長方向では

火葬場に至る道沿いのブロック塀が倒壊している.

割れ目の形成について

観察された割れ目は何れも開口性の引っ張り割れ目

であり11月21目の山腹割れ目噴火時には伊豆大島の

広い範囲で北東一南西方向に伸びる地殻変動が生じた事

を示している.

ところで建設省国土地理院による水準測量によると

1982年10-11月と噴火後の1986年12月を比較Lて伊豆

大島では島の中央部を縦断して北西一南東方剛こ地

溝状に沈降している事を明らかにしている.その沈降

帯の幅は4㎞から8㎞であり沈降量の最大値は岡

田検潮所を固定した場合島の北西部では29cm南東

部では62cmに達している(第12図)｡また沈降域の外

側の北東部及び南西部では隆起している･

垂直に板状(岩脈状)にマグマが貫入Lマグマ圧が増

大すると貫入岩体の直上には両翼に正断層が形成され

地表には地溝状の陥没帯(沈降帯)が形成される.

またその両側はゆるやかた隆起にたる(小出1982,第

13図参照)｡この沈降帯付近では水平引っ張りとたり

地表付近は伸びると考えられる.またその側方では

水平圧縮となり地表付近は縮むと考えられる.伊豆大

地質ニュｰス392号�
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策12図噴火後の波浮港

国土地理院の測量結果によると波浮付近では噴火

後に10～20cm沈下Lた可能性がある.

�汎�

→←一

〇〇岬,O!5;10N

■

■

■■

!･Z

ノ勿ノ

■

ノ

ち､｡シ〃_

舳〆参･一一

･､!

･戸1

〆

第13図直立した岩脈型マグマ溜りによって形成される

グラｰベソ構造.(小出1982)

島での割れ目の分布及び上下変動の分布はこのモデルと

調和的である.従って島を縦断する広範囲に及ぶ今

回の地殻変動は北西一南東方向の大規模なマグマの貫

入によって生じたと考えられる･また沈降帯の幅

は貫入岩体の頂部までの深さの2倍程度にたる(小出

1987)とするとこの大規模た貫入岩体の頂部は深度

2㎞たいし4㎞付近に達していることにたる1

一方島の北西部では割れ目噴火の火口列とその北

西延長方向の割れ目はミ型に雁行する.つまりB火

口列C火口列無線中継所の割れ目及び大島空港付近の

割れ目は左横ずれ雁行割れ目配列をたす.また新

開小堀の割れ目及び小清水の割れ目はこの雁行割れ目

を中央部に挟むように分布する.従ってB火口利及

びC火口列から噴火し浅部に達したマグマはこの雁

第14図伸縮計(新開第1側線)

本側線には3基の自記式伸縮計が設置されている.

1987年4月号

行配列の方向にさらに北西部にも貫入している可能性

がある.

島の南東都では沈降帯は割れ目が分布する差木地と

奥山付近との問に分布している･一方奥岬こは30

㎝以上の東落ちの落差を伴う割れ目が形成され国土

地理院の水準測量の結果によってもその北東側が最

も大きく沈降している･従って奥山付近でも浅部

にマグマが貫入した可能性がある･つまり大規模に

貫入している岩体があるとするとその頂部付近から地

表に向かって地下に割れ目が形成されていると考えられ

る.そのうち北東側の割れ日部分を通じて岩体が貫

入Lさらに上昇した可能性がある.

3｡インバｰル線式伸縮計

割れ目及びその周辺の地表の伸縮の変化を観測するた

めに伸縮計を設置した･噴火地点では地表がその噴

貫入する際にはその直上付近の地表は伸びその両側

では縮む変化をともたう可能性が大きい.またこ

の地表の伸び及び縮みの地域はマグマが上昇するのに従

って移動すると考えられる.この様た地表の伸縮変化

を観測し火山噴火にいたるマグマの貫入を監視Lよう

というのが本観測の目的である･以下では今回伊豆

大島に設置した伸縮計について紹介する.

インバｰル線式伸縮計の測定原理,設置形式

火山の地殻変動の観測を目的として設置される伸縮計

として水晶管式伸縮計等が知られておりこれらの伸�
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地面

(a)原理

支持杭

計測機

もリ

インバｰル線保護管

〕回転止め(b)概念図

15㎜

持杭

伶

ぶ

箏

第15図インバｰル線式伸縮計

(a)に原理を(b)に今回の設置

形式の概念図を示す､なお実際には

計測機には保護箱をかぶせている.

今回支持杭には主に金属性のものを

使用

縮計は温度変化や地表の変位の影響を避けるために

多くの場合に地下に設置するのが普通である一今回伊

豆大島には迅速にかつ広域に設置するために地すべ

りの移動量を測定するために開発されたインバｰル線式

の伸縮計を地上に設置した(第14図)･

本伸縮計の測定原理を第15図に示す｡温度変化の少

第16図電気式伸縮計

電気式の伸縮計の計測機(坂田電気株式会

社製ESL-7022型)の計測ケｰブルの総

延長距離は17,O00m以上に達する.大島

にはリスが多く電話回線等に被害があ

りリス書についても対策が必要である.

ないインバｰル線を一方を固定し他方を計測機のプ

ｰリｰに巻き付けおもりあるいはバネで水平に張る｡

2点間の距離が変化するとインバｰル線を巻き付けた

プｰリｰが回転するのでこの変化を記録すればよい･

通常はインバｰル線の保護管を設置し直射目光や

風たとの気象変化等の影響を少なくする･

今回使用したインバｰル線の移動量の計測機の精度は

O.2㎜mである.伸縮計1基の観測距離は15mとして設

置している.従って伸縮量の測定清度は歪量で1×'

10-5程度である.たお温度変化の影響を出来るだ

け少たくするために使用したインバｰル線の温度変化率

は1.05×10-6パCである.

一方,今回設置した伸縮計には移動量記録方式が異

なる自記式及び電気式がある･電気式と呼んだ伸縮計

の計測機(第16図)は測定値を電気的に出力するもので

第17図自記式伸縮計

1ケ月記録の伸縮計の計測機を示す.

(SRL-5型)

地質ニュｰス392号�
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瞬盃1

圏爵1題

1瓢竜擬蜀匿

第18図伸縮計配置図

伸縮計の配置を示す.自

記式Aは一ケ月記録のもの

を自記式Bは一週間記録

の伸縮計を示す.基図に

国土地理院発行の5万分の

1地形図r大島｣を使用､

後述する転送システムによって遠隔地で随時モニタｰ

できる.自記式では記録期間が異なる一週間記録計

及び一ケ月記録計の2種類を設置した(第17図).

観測体制

伸縮計の設置位置を第18図に示す｡いずれも割れ

目を横断する方向に設置している･北西都の地域では

なかつちゆう

山側の小清水神中沢立及び新開第3の各測線に電

気式の伸縮計を配置し地表の北東一南西方向の伸縮変

化を観測している一またその北側の各測線及び大津に

は割れ目を横断して2基だいし5基の自記式伸縮計を

設置し異常を検出する体制としている.一方南東

部では奥山には2側線(割れ目を横断する方向に3側線)

垣原･源に4側線を配置している.差木地では下原

1987年4月号

に下原第1及び下原第3の2側線に電気式伸縮計を設置

すると共にその両側の下原第2及び第4の2側線に自記

式伸縮計を設置している.更に下シクボにも自記一

式の伸縮計を配置した｡

電気式の伸縮計による観測値は専用回線を使い地質

調査所を経由して気象庁まで転送されている.これら

のデｰタ転送システムの概念図を第19図に示す.11側

線115台の電気式伸縮計の測定値は島内の7回線を使っ

て元町のモニタｰステｰションまで転送されている.

この元町のステｰションでは伸縮計の観測結果のモニ

タｰが可能で経時変化図等の出力も可能である･さ

らにこれらのデｰタは元町から専用回線1回線で地質

調査所へ転送している(第19図).

たおこの転送ツステムにはガスセンサｰ温度セ�
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側線名測定機

島内観測地点

スキャナｰモデム専用回線モデム

�

元町モニタｰステｰション

奥山第1伸縮計

�

�

�

�

�

�

�

�

㌀

�

�

�

�

�

モデム…モテム

ガス

温度

奥山第2伸縮計

モデム…モデム

ガス

温度

マルチプレクサｰ

源第2伸縮計

ガス

温度

垣原第1伸縮計

ガス

温度

垣原第2伸縮計

下原第1伸縮計

ガス

温度

下原第3伸縮計

モデム…モデム

圧力計

新開第3伸縮計

ガス

温度

沢立伸縮計

伸申伸縮計

ガス

温度

小清水伸縮計

マスタｰモテ払…モデム

至ン/スキャナｰ

�

㈴

�

�

�

�

�

�

�

�

スキャナｰ

スキャナｰ

モァム舳モァム

㌧斗帥

プロッタｰ

解析用コンピュｰタｰ

E回2

ホストコンピュｰタｰ==⇒帆

些

表示

プリンタｰ

�

1マスタｰモデム…モデム

16スキャナｰ

マルチプレクサニ

第19図伸縮計計測デｰタのテ

レメトリシステム

伸縮計の本デｰタ転送システム

によってガスセンサｰ温度セ

ンサｰ及び土圧計間隙水圧計

の観測値も併せて転送されてい

る.これらの観測値は筑波

の地質調査所を経由してさらに

気象庁まで送られている､

ソサｰ及び土圧計

る.

間隙水圧計の測定値も転送されてい

盈｡伸縮計観測結果

インバｰル線式伸縮計によって火山観測を目的とす

る観測体制が取られたことは極めて少なくこの観測に

は多くの検討課題が残されている.その一つは地

表の伸縮変化以外によるノイズの問題である.緊急性

を要しまた観測地点を多くするために地上設置とした

がこのために風たとの気象変化の影響動物や人為

的た影響等を受け易いと考えられる.これらが観測値

にどの様に影響するか検討する必要がある.また噴

火活動時に頻発すると予想される地震がどの様に影響

するかという点も検討課題の一つである｡一方観測さ

れる伸縮変化には地すべり等の局地的た地表変位に伴

う変化が含まれる可能性があり火山活動に伴う広域的

た変位と区別する必要がある.

ところでこれまでの観測結果によると気象や動物

及び人為的な影響についてはそれらによる変化は一時

地質ニュｰス392号�
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第20図伸縮計観測結果(電気式)

観測開始時からの累積伸縮量の変化を示す.A

測値は1時間おきに転送されている.Bは

定目のうちOO:OO時の値の変化を示す.

は一週間の変化を示す.

2ケ月間の変化を示す.

通常,伸縮計の観

このグラフでは各測

987年4月号�
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�

(㎜)奥山第1側線

11二･

�

伸縮計
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割れ目
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(㎜)垣原第2側線

1∵r一

�㌴�
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(㎜)

一1

�

下原第31側線

㈰㈱

地面:

的であることあるいはこれらによって支持杭が影響

を受ける場合には伸縮計1台だいし2台に独立的に変

化が観測されることから地表の変位に伴う変化との識

別が可能である.

一方これまでの観測結果にはこれらのノイズを除

いて観測開始後継続的に観測されている変化が認めら

れる(第20図).主に割れ日部分に観測されているこれ

らの継続的な伸縮変化は下記の3つのバタｰンに区分

される(第21図).たおこれらの変化は何れもO.3mm

/15mxday(伸縮計1基(側線距離約15m)の伸縮変化量カミ

1日に0.3mm)以下である.

A)傾斜地上の側線に観測される変化のパタｰンであ

る､山側の主要な割れ日部分が伸び谷側で縮む変化

である･奥山第ユ奥山第2源第1の側線に認めら

れる｡この変化は地表法都に発生Lた二次的な斜面

移動の動きを反映していると推定される1

B)平坦地の割れ日部分が徐々に縮んでいる場合で

ある.この様た変化は新開第2源簾1垣原第1及

び垣原第3等の側線で観測されている･

なお仲中側線では側線全体に縮む傾向の変化が

継続的に観測されている.

C)平坦地の割れ胃部分が徐々に伸びている場合で

第21図伸縮変化と各測線の

概念図

これまでの観測結果に認めら

れる継続的在変化の概念図を

示す.上部には2月1日と

㈲㈳㈴

3月2日の累積変位量の差を

示す.下部に伸縮計配置

の概念図を示す.

ある.この様た例として新開第3及び下原第3の側

線がある.これらの内新開第3側線では伸びてい

る伸縮計の両側ではその伸びに相当する量の縮みが観

測されている.

これらの変化バタｰンの内A)については先に述

べたように二次的た斜面移動による地表浅部の変位を

反映Lていると考えられる.他の2つの変化のパタｰ

ンについては地表表層部の局地的な変化であるのか

広域的た地殻変動を反映しているのかあるいは先の噴

火時の変動の余効を反映しているのか必ずしも明らかで

はたい･これらの変化が各々の地点で局地的た変化

であるのかあるいはより広域的た変化であるのかを明

らかにするには伸縮計の側線に沿ってより長い距離

の変化を測距儀等によって計測することカミ者えられる.

一方これらの変化はいずれも観測開始後各地点

ごとにその伸びるあるいは縮む変化の傾向は変わっ

ていたい.また変化量は先に述べたようにいず

れもα3mm/15mXd乱y以下である･

ところで割れ目調査の結果に示されるように先の

火山活動時には各割れ目地点の開口量の和は数10加㎜以

上に達している(第1表参照)｡たお割れ目が形成さ

れた地点付近の実際の地表の伸びの量はより大きかった
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と考えられる.

従って火山活動が活発化しな場合にはその地表付

近では先に述べた継続的に観測されている変化傾向の

急激な変化あるいは変化量の増大として異常が検出され

ると考えられる.また上記の伸縮変化は大都分が

割れ日部分に観測されている･これら以外の観測地点

にも大きな伸縮変化が観測される場合も異常として検出

される.このようた異常を検出し現在伊豆大島に実

施されている他の多くの観測の結果と併せて検討する事

によって噴火を予知することができると考える一

マグマが貫入する場合にはこの様た地表の伸縮変化を

伴うと考えられる･従って割れ目を横断する方向に

多数のインバｰル線式伸縮計を設置し地表の伸縮変化

を連続的に観測し伊豆大島の火山活動を監視Lてい

る･一方こうした観測は前例がたく噴火の直前に

どの様た観測結果が得られるかについて不明な点もあ

る.

多くの伸縮計を配置した島の周辺部で噴火が起きる場

合にはマグマ水蒸気爆発等大きた災害となることが予

想される･今後も,本伸縮計による観測結果を注意深

く見守っていきたい.(昭和62年3月5日記)

5｡終わりに

昨年11月21目の山腹割れ目噴火時には島を縦断する

広い範囲の地表に割れ目が形成された､これらの割れ

目は何れも開口性の割れ目でありこの噴火時には地表

が伸びる地殻変動を伴っていた･またその外側では

隆起し地表は縮んだと考えられる･伊豆大島では
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伊豆夫島の一日

伊豆大島では昨年の12月中旬までの期間は消防団だとの

限られた人たちを除いて島民の大都分の人六が島を離れてお

り島の生活は平常の状態にはたかった.また観測機器を

できるだけ速やかに設置する必要がある一方で火山活動状況

も12月18日に噴火する等必ずしも静かな状況にはなかっ

た.作業中は常に連絡を取り合い異常が観測された場合に

は速やかに安全な場所に退避できる体制をとる必要があっ

た､この様な状況のもとでの一日を振り返ってみる.

朝:宿舎として主人のいない民宿を使わせていただいてい

た.食事は当初東海汽船の船内でその後は国民宿舎内で

取った.6:30すぎに起き食事を終え8:OOまでにその日

の集合場所に集合した､日が暮れるのが早いことから作業

開始時刻を8:OOとしたのである.気象条件によっては食

事を取るはずの船が元町港から岡田港に移動していてあわて

た日もあった｡

一方作業開始前に地質グルｰプのメンバｰは東京大学地震

研究所伊豆大島火山観測所を訪れ前日からの火山の活動状況

を把握した.この結果によっては作業予定地域を変更し

た.危険地域の周辺には検間があり事前に警察署等に連絡

する必要があった.

昼間:安全対策上常時連絡が取れる体制で作業を進める必

要があった.このため特に南都地区では筆島付近に電話

を設置しそこから無線によって連絡しあいながら作業を進め

た･作業地点によってはさらに無線の中継が必要な場合も

あった.このために車の中で一日中待機する人を配置するた

ど多くの方々の協力が必要であった.12月にはヌルヌル

と長く続く地震が起き肝を冷やLたこともある.

昼食は当初は元町から運搬しており各調査地および作業現

場を走り回って配る人が必要だった.

一方観測機器の設置に関しては土地所有者に許可を得る

等多くの事務手続きをともたっていた･事務官の方々にも

大島に来ていただきこれらの手続きが効率的に進められた･

割れ目の調査は日が暮れた後も続けられ車のヘッドライ

トの光を頼りに道路の亀裂探Lをおこなった.島が平常であ

れば異様な光景に写ったであろう.

夜:夕食後も多くの作業が残っていた｡調査設置作業の

進捗状況を報告しまた必要な物資を島に運搬するための連一

絡を取る必要カミあった･定期航路が平常時の状態に戻るまで

の期間は大島から筑波の地質調査所に連絡し国土庁を通じ

て東京都の災害対策本部から自衛隊東京都消防庁及び海上

保安庁等に要請してはじめて船舶やヘリコプタｰ等による人

員及び物資の運搬が次ぎれたのである･従って連絡の行き

違いによるトラブルが少なからずありまた予定を変更する場

合など連絡が深夜におよび就寝時刻はO時を回ることが多

かった.

精神的にも肉体的にも負担が大きい日々が続いたが観測機

材と共に運ばれた牛肉5kgに舌づつみを打つだと東の間の休

息を取りだから島が平常の状態に戻るまでの期間この様な

日々が続いたのであった.
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